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Public relations of Minami-aizu

響け交通安全へのメロディー
～ 田島地域交通安全パレード（田島小学校鼓笛隊） ～
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今月の表紙
秋の交通安全運動週間に行われるパレード

鼓笛のメロディーで交通安全を啓発

新
庁
舎
１
階

　

「
ひ
か
り
の
ひ
ろ
ば
カ
フ
ェ
」　

新
庁
舎
が
開
庁
し
て
約
２
か
月
、

設
備
な
ど
に
も
慣
れ
な
が
ら
、
お
お

む
ね
業
務
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
時
折
聞
こ
え
る
店

先
の
言
葉
に
、
ふ
と
耳
を
澄
ま
し
て

い
ま
す
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

旧
庁
舎
で
は
聞
け
な
か
っ
た
言
葉

は
、
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
た
ご
（
渡
部
孝
二

理
事
長
）
が
運
営
す
る
新
庁
舎
１
階

の
「
ひ
か
り
の
ひ
ろ
ば
カ
フ
ェ
」
は
、

障
が
い
者
の
就
業
支
援
と
あ
わ
せ

て
、
来
庁
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

入
口
を
入
っ
て
左
側
、
そ
し
て
多

目
的
ホ
ー
ル
と
町
民
ラ
ウ
ン
ジ
手
前

と
い
う
絶
好
の
場
所
に
位
置
す
る

「
ひ
か
り
の
ひ
ろ
ば
カ
フ
ェ
」。
新
庁

舎
に
ご
用
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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健全化判断比率
　町財政の健全性を判断するための財政
健全化法に基づく指標については、昨年
に引き続き早期健全化基準値を大きく下
回りました。

町
の
決
算
は
「
お
お
む
ね
良
好
」

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
１
５
１
億
８
１
９
７
万
１
千
円
（
前
年

度
比
０
・
６
％
減
）、
歳
出
総
額
１
４
１
億

７
１
１
８
万
４
千
円
（
前
年
度
比
２
・
５
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、形
式
収
支
は
10
億
１
０
７
８
万
７
千

円
の
黒
字
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
６
億
９
８
６
９
万
６
千
円
を
除
い
た

実
質
収
支
は
、３
億
１
２
０
９
万
１
千
円
（
前

年
度
比
５
・
０
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
実
質
収
支
と
の
差
額
で
あ
る
単
年

度
収
支
は
１
６
４
９
万
７
千
円
の
赤
字
と

な
り
、
こ
こ
か
ら
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
と
取
崩
額
の
差
額
３
４
８
２
万
５
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、

５
１
３
２
万
２
千
円
の
赤
字
で
し
た
が
、
前

年
度
に
引
き
続
き
決
算
状
況
は
お
お
む
ね
良

好
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳出 一般会計歳入

会　計　名 歳　入 歳入歳出差引

国 民 健 康 保 険 22 億 2,297 万 2 千円 1,438 万 4 千円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,181 万 2 千円 3 千円

介 護 保 険 21 億 1,763 万 2 千円 7,789 万 5 千円

農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 6,690 万 3 千円 605 万 3 千円

公 共 下 水 道 事 業 3 億 9,884 万 4 千円 2,485 万 3 千円

簡 易 水 道 事 業 6 億 3,293 万 9 千円 824 万 1 千円

企業会計 収　入 収入支出差引

水道事業会計
収益的収支 1 億 6,036 万 9 千円 2,428 万 4 千円

資本的収支 4,710 万円 － 1 億 290 万 8 千円

平成２８年度
特別会計決算

　特別会計は、特定の事業
を行うために、一般会計と
区別して経理する会計です。
　水道事業会計（企業会計）
の不足額は、損益勘定留保
資金、消費税当年度分資本
的収支調整額により補てん
されています。

項　目 比率 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 ― 13.58％

連結実質赤字比率 ― 18.58％

実 質 公 債 費 比 率 5.2％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 19.8％ 350.0％

資 金 不 足 比 率 ― 20.0％

※該当がなく算定されない項目は「―」で表示しています。

地方債
　年度を越えて行う借り入れを「地方債」
といいます。平成28年度末の残高は、合併
前に借り入れた大規模公共施設の事業債の
償還が終了したことで、前年度末から3億
2,933万円減少しました。

200

210

220

230

240

26年度 27年度

216億
7,155万円

地
方
債
残
額

218億
1,594万円

各項目で千円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合があります。

28年度

214億
8,661万円

平成２８年度

町
の
決
算

依存財源
74.0％

自主財源
26.0％

町税
16億1,540万2千円

（10.7%）

繰入金
10億8,457万2千円（7.1%）

繰越金
7億2,901万4千円（4.8%）

諸収入
2億8,968万2千円（1.9%）

使用料及び手数料
1億204万4千円

分担金及び負担金
6,721万円

財産収入など
5,149万8千円

（1.5%）
※内ふるさと納税926万7千円

地方譲与税
1億7,099万5千円

地方消費税交付金
2億8,267万円

自動車取得税交付金
2,891万9千円

地方特例交付金など
1,565万5千円

（3.2%）

国庫支出金
12億8,095万7千円

（8.4%）

県支出金
11億6,813万3千円

（7.7%）

町債
13億1,946万8千円

（8.7%）

歳 入

151億
8,197万1千円

地方交付税
69億7,575万2千円

（46.0%）

議会費
1億1,848万2千円（0.8%）

総務費
32億8,526万1千円（23.2%）

民生費
24億7,629万3千円

（17.5%）

衛生費
9億2,386万5千円（6.5%）

労働費
 3,431万5千円（0.2%）

農林水産業費
8億1,823万5千円（5.8%）

商工費
7億8,516万1千円  

（5.5%）

土木費
12億6,819万1千円

（9.0%）

消防費
5億4,241万2千円

（3.8%）

教育費
11億5,984万9千円

（8.2%）

災害復旧費
11億6,576万8千円

（8.2%）

公債費
15億9,335万2千円（11.3%）

歳 出

141億
7,118万4千円

※一般会計と特別会計を合計した金額です。

今
後
の
町
財
政
の
見
通
し

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
普
通
交
付
税
合
併
算

定
替
の
終
了
で
激
変
緩
和
措
置
期
間
と
な

り
、
普
通
交
付
税
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
は
、

歳
入
予
算
の
46
・
０
％
が
地
方
交
付
税
で
あ

る
町
の
財
政
運
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い

も
の
で
す
。

　

今
後
も
事
務
事
業
の
検
証
と
重
点
化
を
進

め
な
が
ら
、
地
方
債
残
高
の
適
正
な
管
理
と

職
員
数
の
削
減
、
さ
ら
に
は
平
成
28
年
度
に

策
定
さ
れ
た
「
南
会
津
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
に
基
づ
く
施
設
の
統
廃
合
や
維

持
管
理
経
費
の
縮
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
経
常
経
費
全
体
を
圧
縮
し
て
い
く

と
と
も
に
、
資
産
の
活
用
や
受
益
者
負
担
の

適
正
化
で
自
主
財
源
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
る
地
域
の
課
題
解
決
に
的
確
に
取
り
組
め

る
財
政
構
造
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

平成２８年度
主要施策一覧

恵まれた自然環境と調和した生活空間の創造
・自然環境の保全と自然資源の高度利用
　（再生可能エネルギー利活用ほか）

1億6,247万円
・安全で安心な道路の整備促進
　（町道整備・橋梁補修）

2億4,430万円
・水道施設の計画的な整備と安全安心な水資源
　の確保（水道整備・遠隔監視システム整備）

3億905万円
・多様なニーズに対応した住宅政策の展開
　（空き家等対策・町営住宅建替）

5,626万円
・克雪・利雪・親雪の推進と充実（除雪関係）

5億2,900万円
就労対策・企業支援と戦略的な取り組みによる
町民所得の向上
・農業分野での挑戦（多面的機能支払交付金・
　県営事業負担金ほか）

2億8,602万円
・林業分野での挑戦（森のエネルギー創出プロ
　ジェクト・林業用施設災害復旧工事ほか）

3億1,670万円
・商工業分野での挑戦（地域振興緊急対策事業
　補助金・中小企業支援ほか）

7,542万円
・観光業分野での挑戦（スキー場整備・観光誘
　客事業ほか）

4億2,198万円
誰もが健やかで安心して生活できる環境づくり
・病気の重症化予防と医療費等の削減（成人保
　健・予防接種ほか）

5,433万円
・みんなで支えあう子育て環境づくり（児童手
　当支給・放課後児童対策ほか）

3億4,640万円
・みんなで支えあう地域福祉の充実（社会福祉
　団体育成支援・在宅介護支援ほか）

8,458万円
・利便性の高い公共交通の確立（地域乗合タク
　シー運行・鉄道経営支援ほか）

8,642万円
次世代の地域を担う人材の育成
・教育環境の整備充実（スクールバス運行・学
　習サポート事業ほか）

2億3,072万円
町民と行政との協働によるまちづくりと未来を
拓く行政経営
・質の高い行政サービスの確保（新庁舎建設・
　南郷総合センター整備ほか）

12億6,644万円
※合計5,000万円以上の施策を抜粋
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防
災

訓
練

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
ス
ム
ー

ズ
な
防
災
活
動
に
つ
な
げ
る
に
は
、

関
係
機
関
や
団
体
と
の
緊
密
な
連
携

や
、
防
災
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理

解
と
意
識
の
高
ま
り
が
と
て
も
重
要

で
す
。

　

万
が
一
の
災
害
発
生
に
備
え
る
た

め
、
９
月
10
日
に
南
郷
地
域
の
南
郷

総
合
支
所
や
南
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

で
、
町
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る

訓
練
が
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
感

の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
訓
練
想
定
】

　

９
月
10
日
午
前
８
時
40
分
頃
、
南

郷
地
域
を
襲
っ
た
震
度
６
強
を
記
録

す
る
大
地
震
で
、
建
物
の
倒
壊
や
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
。

　

町
は
直
ち
に
南
郷
総
合
支
所
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
消
防
団
と

広
域
消
防
署
を
招
集
す
る
。

　

山
口
地
区
で
は
各
所
か
ら
火
災
が

発
生
し
、け
が
人
が
続
出
し
た
ほ
か
、

有
線
電
話
や
配
電
線
な
ど
に
も
被
害

が
出
た
模
様
で
あ
る
。

　

災
害
対
策
本
部
は
避
難
所
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
電
気
と
電
話
の
復

旧
を
関
係
機
関
に
要
請
。
さ
ら
に
被

災
者
の
救
助
と
救
援
を
、
自
衛
隊
、

消
防
団
、広
域
消
防
署
に
要
請
し
た
。

【
掲
載
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

①
開
会
式

②
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

③
交
通
規
制
訓
練

④
非
常
食
の
試
食

⑤
避
難
誘
導
訓
練

⑥
避
難
所
開
設
訓
練

⑦
質
問
に
答
え
る
自
衛
隊
員

⑧
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
専
用
車
両

⑨
救
助
訓
練

⑩
消
防
本
部
の
救
助
訓
練
チ
ー
ム

⑪
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
・
搬
送
訓
練

⑫
炊
き
出
し
訓
練

⑬
火
災
消
火
訓
練

⑭
地
区
住
民
消
火
訓
練

⑮
大
型
土
の
う
積
み
訓
練

１

２３

４

５６

７８

９

10

11

12

13

1415
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平
成
29
年
度 

福
島
県
地
域
創
生
総
合
支
援
事
業

第
１
回
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
記
念
植
樹
祭
を
開
催

～
移
り
ゆ
く
四
季 

人
と
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り
～

未
来
へ
の
贈
り
物
を
育
む
た
め
に

　

町
の
面
積
の
約
92
％
（
８
１
６
・
67
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
占
め
る
森
林
は
、四
季
折
々

の
美
し
い
景
観
を
映
し
出
し
て
い
ま
す
が
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
な
い
な
ど
か
ら
荒
廃
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
栽
に

よ
る
里
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
森
林
の
再

生
と
地
域
振
興
、
さ
ら
に
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
植
栽
さ
れ
た

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
成
長
し
大
き
く
花
を
咲
か

せ
て
初
め
て
効
果
が
現
れ
る
、
将
来
に
向

け
た
地
域
づ
く
り
事
業
で
す
。

　
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
実

行
委
員
会
」
を
中
心
に
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
、
さ
ら
に
は
学
校
か
ら
民
間
企
業

ま
で
幅
広
く
参
加
者
を
募
り
、
彩
ら
れ
た

里
山
を
子
や
孫
た
ち
の
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
未
来
へ
の
贈
り
物
を
育
み
ま

し
ょ
う
。

【
開
催
日
】

11
月
５
日
（
日
）
小
雨
決
行

【
会
場
】

会
津
山
村
道
場

（
う
さ
ぎ
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
）

【
日
程
】

午
前
９
時
30
分　

受
付

午
前
10
時　

開
会
式
・
植
樹
ス
タ
ー
ト

正
午
頃　

閉
会
式

【
募
集
人
数
】

２
５
０
人
程
度

【
参
加
料
】

無
料

※
記
念
品
や
キ
ノ
コ
汁
を
準
備
し
ま
す
。

【
服
装
・
準
備
品
】

作
業
し
や
す
い
服
装
や
長
靴
、軍
手
な
ど

※
ス
コ
ッ
プ
や
ク
ワ
な
ど
は
主
催
者
で

　

準
備
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
農
林
課
内
）

電　

話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
８
８

　

本
年
９
月
の
町
議
会
で
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万

本
の
里
づ
く
り
基
金
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
基
金
を
活
用
し
、
か
け
が
え
の

な
い
自
然
遺
産
を
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め
に
町
を

挙
げ
て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
寄
付
金
の
申
し
出
】

　

寄
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
農
林
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
寄
付
金
の
額
】

　

金
額
の
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
寄
付
金
の
贈
呈
式
】

　

広
く
町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
贈
呈
式
を

行
い
、
広
報
み
な
み
あ
い
づ
な
ど
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
林
課
林
政
係

　

電
話
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

　

県
外
に
在
住
す
る
南
会
津

町
の
出
身
者
や
縁
故
者
で
組

織
す
る
「
ふ
る
さ
と
南
会
津

会
（
飯
泉
和
子
会
長
）」
よ
り
、

38
万
７
千
８
百
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り

寄
付
金
」
の
お
知
ら
せ

　

日
本
さ
く
ら
の
女
王
は
、

桜
の
親
善
大
使
と
し
て
ア
メ

リ
カ
や
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ

る
ほ
か
、
国
内
各
地
で
開
催

さ
れ
る
「
さ
く
ら
祭
り
」「
さ

く
ら
植
樹
祭
」
な
ど
に
出
席

し
、参
加
者
と
交
流
し
ま
す
。

日
本
さ
く
ら
の
女
王
が
来
場

下
し も の

野 侑
ゆ き

紀 さん

オオヤマザクラを植樹する子どもたち
（全国植樹祭記念「植樹リレー」のようす 平成２８年１０月）
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town office information

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所
で
は
、予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
、待
ち
時
間
の
短
縮
や
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申

込

方

法

　

年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
を
ご

準
備
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
予
約
の
際
に
は
、
相
談
者

お
よ
び
配
偶
者
の
氏
名
、
基
礎
年
金

番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
談
希
望
日
の
一
カ
月
前
か
ら
前

日
ま
で
。

●
月
曜
日
（
延
長
開
所
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

●
火
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

●
土
曜
開
所
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

【
持
ち
物
】

　

年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
）、
年
金
証
書
な
ど
の
ほ
か
、
相

談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
運
転
免
許
証
な
ど
。

【
代
理
相
談
】

　

代
理
で
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

【
そ
の
他
】

　

都
合
に
よ
り
予
約
日
に
来
所
で
き

な
い
と
き
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〒
９
６
５
―
８
５
１
６

会
津
若
松
市
追
手
町
５
の
16

会
津
若
松
年
金
事
務
所　

お
客
様
相

談
室

電
話 

０
２
４
２（
２
７
）５
３
２
１

※
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
土
・

　

日
・
祝
日
、12
月
29
日
～
１
月
３
日

　

を
除
く
）

※
自
動
音
声
案
内
９
番
の
次
に
５
番

　

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
時
間
帯

申

込

期

間

相
談
時
の
注
意
事
項

申
込
み
・
問
合
せ

年
金
の
相
談
は
事
前
の
予
約
で
ス
ム
ー
ズ
に

【
開
催
日
】
毎
月
第
４
木
曜
日

【
場　

所
】
御
蔵
入
交
流
館

【
時　

間
】午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

【
注　

意
】
完
全
予
約
制
で
す
。

※
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
ご
希

　

望
の
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い

　

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

出
張
相
談
も
開
催
し
て
い
ま
す

  

 
  

年金事務所において申込
書の審査、承認などを行
います。

●承認後に承認通知書、
納付書、リーフレット
を送付します。

国民年金保険料の納め忘れがある方へ

年金額アップ・年金の受給資格を得られます

この機会にぜひ後納制度をご利用ください。

過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し込みにより、平成 ７年 月か
ら平成３０年 月までの 年間に限り、国民年金保険料を納めることができます。

ご利用いただける方

① 歳以上 歳未満の方で、５年以内に納め忘れの期間（免除以外）や未加入期間がある方

② 歳以上 歳未満の方で、①の期間のほか任意加入中に納め忘れの期間がある方

③ 歳以上の方で、老齢年金の受給資格がなく任意加入中の方など
※ 歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は申し込みできません。

☞ 裏面もご覧ください。 

申し込みから納めていただくまでの手順

後納制度で 年以上前の保険料を納付するメリット

円（平成 年 月時点の満額の年金額）
≒ 年額で 円 増額

＜ カ月分の後納保険料を納めることにより、増額する老齢基礎年金額の目安＞

カ月（ 年× カ月）

 

将来受け取る年金額が増額します。

国民年金後納保険料納付申込書に必
要事項をご記入のうえ、年金事務所に
提出します。

●年金加入期間の確認のため戸籍謄
本等が必要な場合があります。

●申込書は年金事務所からお取り寄
せいただくか、日本年金機構ホーム
ページから印刷できます。

納付書により金融機関、
コンビニ等で納めてくだ
さい。

●市 区 役所または町村
役場、年金事務所では
納めることができませ
ん。

１

年金の受給資格が得られる可能性があります。

不足している期間の保険料を納めることにより、年金の受給資格を得られる可能性があります。

※過去 年とは、納めようとする月前 年以内の期間です。
（例）平成 年 月分の場合 → 平成 年 月末まで納付可能となります。

 

【問合せ】会津若松年金事務所   ℡０２４２-２７-５３２１　 ねんきん加入者ダイヤル   ℡０５７０-００３-００４
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さい。
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役場、年金事務所では
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ん。
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年金の受給資格が得られる可能性があります。

不足している期間の保険料を納めることにより、年金の受給資格を得られる可能性があります。
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を送付します。

国民年金保険料の納め忘れがある方へ

年金額アップ・年金の受給資格を得られます

この機会にぜひ後納制度をご利用ください。

過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れがある方は、申し込みにより、平成 ７年 月か
ら平成３０年 月までの 年間に限り、国民年金保険料を納めることができます。

ご利用いただける方

① 歳以上 歳未満の方で、５年以内に納め忘れの期間（免除以外）や未加入期間がある方

② 歳以上 歳未満の方で、①の期間のほか任意加入中に納め忘れの期間がある方

③ 歳以上の方で、老齢年金の受給資格がなく任意加入中の方など
※ 歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方は申し込みできません。

☞ 裏面もご覧ください。 

申し込みから納めていただくまでの手順

後納制度で 年以上前の保険料を納付するメリット

円（平成 年 月時点の満額の年金額）
≒ 年額で 円 増額

＜ カ月分の後納保険料を納めることにより、増額する老齢基礎年金額の目安＞

カ月（ 年× カ月）

 

将来受け取る年金額が増額します。

国民年金後納保険料納付申込書に必
要事項をご記入のうえ、年金事務所に
提出します。

●年金加入期間の確認のため戸籍謄
本等が必要な場合があります。

●申込書は年金事務所からお取り寄
せいただくか、日本年金機構ホーム
ページから印刷できます。

納付書により金融機関、
コンビニ等で納めてくだ
さい。

●市 区 役所または町村
役場、年金事務所では
納めることができませ
ん。

１

年金の受給資格が得られる可能性があります。

不足している期間の保険料を納めることにより、年金の受給資格を得られる可能性があります。

※過去 年とは、納めようとする月前 年以内の期間です。
（例）平成 年 月分の場合 → 平成 年 月末まで納付可能となります。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

①後納保険料額 ②当時の保険料額 ③加算額 納付期限

平成 年度 円 円 円 【図１を参照ください】

平成 年度 円 円 円 平成 年 月 日

平成 年度 円 円 円 平成 年 月 日

平成 年度 円 円 加算なし 平成 年 月 日

申し込みいただく際の注意事項

●後納をご利用いただく際は、後納が
可能な期間のうち、最も古い分から
納めていただきます。

・平成 年度
・平成 年度
・平成 年度 

納める順番があります

●過去３年度以前の後納保険料には、
当時の保険料額に加算額がつきま
す。

●詳細は下記「平成 年 月から平成
年 月までの後納保険料額と納付

期限」でご確認ください。

納付の際に加算額がつきます

●後納保険料の納付が可能な期間に
ついての審査を行い、その結果を
お知らせします。

●審査にはお時間がかかることがあり
ますので、期限に余裕をもってお早
めに申し込みください。

申し込み後に審査を行います

●一部免除された期間のうち、未納と
なっている期間も後納の対象となり
ます。

この場合の後納保険料は、一般の未
納期間と同じ１カ月分の保険料が必
要です。

一部免除の未納期間も納付できます

●国民年金の「第 号被保険者」から「第
号被保険者」への切替手続きが 年以

上遅れたことによる「未納期間」は、後
納制度をご利用いただけません。

届出をすることにより最大 年分の保
険料を納付することができる特例追納
制度をご利用ください。

国民年金の切替（第 号から第 号へ）
が 年以上遅れたことがある方は…

●全額免除や一部免除（一部納付済）、
納付猶予および学生納付特例の承認
を受けた期間は後納制度をご利用い
ただけません。

上記期間の納付を希望する場合は、
年までさかのぼって納付できる追

納制度をご利用ください。

免除期間がある方は…

平成 年 月から平成 年 月までの後納保険料額と納付期限

２年以内の国民年金保険料について
●国民年金保険料は、翌月末日が納付期限です。納付期限までに納め

ていない場合、不測の事態が発生した際に障害基礎年金や遺族基礎
年金を 受け取ることができない場合があります。過去２年以内
に納め忘れがある方は、２年以内の保険料も納めていただきますよ
うお願いします。

●２年以内の保険料が未納となっている方に対する納付督励（電話・文
書・戸別訪問）および保険料の収納業務は、民間委託を実施しています。

●国民年金保険料は、翌月末日が納付期限です。納付期限までに納めていない場合、不測の事態が発生した際に障害基礎年金や遺族基礎年金を
受け取ることができない場合があります。過去２年以内に納め忘れがある方は、２年以内の保険料も納めていただきますようお願いします。

●２年以内の保険料が未納となっている方に対する納付督励（電話・文書・戸別訪問）および保険料の収納業務は、民間委託を実施しています。

年金の受給資格期間の短縮について
●年金の受給には、従来は、保険料を納付した期間又は免除を認められた期間が 年必要でしたが、法律改正により、平成 年 月から

年に短縮されたため、 年以上あれば年金の受給資格を得ることが可能となりました。後納制度をぜひご活用ください。

古 い 分

新しい分

※後納保険料額は、「当時の保険料額＋加算額」です。（ ① ＝ ② ＋ ③ ）

※後納保険料額は政令で定められ、毎年度改定されています。

※後納保険料を納付した場合、納付した日が「納付対象月の保険料納付日」とみなされます。

【図１】 納付期限 

平 成  年  月 分 → 平 成  年  月  日 

平 成  年  月 分 → 平 成  年  月  日 

平 成  年  月 分 → 平 成  年  月  日 

お問い合わせは『ねんきん加入者ダイヤル』へ

０５７０－００３－００４
０５０から始まる電話でおかけになる場合は ０３－６６３０－２５２５にお電話ください。
お問い合わせの際は、年金手帳など基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

受付時間
月～金曜日 午前８：３０～午後７：００ 祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。
第２土曜日 午前９：００～午後５：００
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相
談
・
問
合
せ

８月１９日から９月１５日の間に、納税（応援寄付金）いただいた方々をご紹介します。

ふるさと納税（応援寄付金）  ありがとうございます
住　所 氏　名 住　所 氏　名

福 島 県 郡 山 市 黄　　　英　雄　様 千 葉 県 松 戸 市 湯　田　信　之　様
福 島 県 郡 山 市 中　山　恵美子　様 千 葉 県 鎌 ケ 谷 市 石　丸　　　宏　様
茨 城 県 取 手 市 高　橋　明　彦　様 東 京 都 千 代 田 区 齊　藤　圭　太　様
茨 城 県 桜 川 市 目　黒　由　美　様 東 京 都 墨 田 区 荒　木　陽　子　様
栃 木 県 宇 都 宮 市 米　本　省　吾　様 東 京 都 品 川 区 千代田　義　法　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 青　島　　　優　様 東 京 都 品 川 区 佐　草　吉　昭　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 木　村　　　誠　様 東 京 都 荒 川 区 今　徳　芳　子　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 塩　島　勝　美　様 東 京 都 足 立 区 安　藤　　　繁　様
埼 玉 県 朝 霞 市 高　橋　好　美　様 東 京 都 葛 飾 区 久　世　晋　司　様
兵 庫 県 神 戸 市 橋　本　主　税　様 神 奈 川 県 川 崎 市 山　田　宗　一　様

神 奈 川 県 中 郡 大 磯 町 高　田　　　秀　様
匿名希望 １０件 計 ３１件

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
初
め
て
会
津
田
島
祇
園
祭
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
地
元
の
み

な
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
お
い
し

い
南
郷
ト
マ
ト
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
お
礼
に
送
っ
て
頂
い
た
野
菜
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
の

で
、
今
回
も
少
し
で
す
が
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
リ
バ
テ
ィ
で
子
ど
も
と
伺
い
ま
し
た
。
野
菜
が
安
く
て
美
味

し
く
驚
き
ま
し
た
。

▼
生
ま
れ
故
郷
で
す
。
農
産
物
等
の
生
産
流
通
を
は
じ
め
故
郷

が
発
展
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
地
元
の
子
ど
も
た
ち
を
、
明
る
く
元
気
に
す
く
す
く
と
育
て

て
く
だ
さ
い
。
南
会
津
の
コ
メ
を
初
め
て
試
食
し
ま
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
水
害
か
ら
の
復
旧
は
進
み
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
11
月
に
10

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申し込みできます。
詳しくは町のホームページをご覧ください。

総合政策課 地域振興係
0241-62-6210

問南会津町 ふるさと納税

役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

年
以
上
ぶ
り
に
下
山
の
父
の
実
家
に
行

く
予
定
で
す
。
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
が
ん
ば
れ
。

▼
交
剣
知
愛
の
町 

南
会
津
。
毎
年
、

剣
友
達
と
竹
刀
を
交
え
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
よ
く
ス
キ
ー
を
滑
り
に
行
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
応

援
し
ま
す
。

▼
い
よ
い
よ
新
そ
ば
の
時
期
。
秋
の
そ

ば
畑
を
眺
め
る
の
と
、
新
そ
ば
を
食
す

の
が
楽
し
み
で
す
。

▼
毎
年
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
に
行
っ
て

い
ま
す
。
前
回
は
た
く
さ
ん
の
返
礼
品

を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
島
の
復
興
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

▼
な
か
な
か
赴
く
こ
と
が
出
来
ず
、
せ

め
て
こ
う
い
う
形
で
町
と
つ
な
が
り
を

持
て
て
光
栄
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

（公社）
南
会
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
現
在
１
０
４
人
の
会
員

が
、
高
年
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
て

手
軽
に
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す
。

　

主
な
仕
事
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
そ
の
他
の
仕
事
は
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

主

な

仕

事

（公社）
南
会
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
本
所

　

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

　

田
島
字
後
原
甲
３
５
８
６
の
１

　

あ
た
ご
館
内

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
１
０
０

●
南
郷
支
所

　

〒
９
６
７
―
０
６
１
１

　

山
口
字
村
上
１
０
７
４

　

南
郷
体
育
館
内

　

電
話 

０
２
４
１（
７
２
）３
７
３
０

【
サ
ー
ビ
ス
分
野
】

室
内
清
掃
、
洗
濯
な
ど

【
屋
内
外
の
作
業
】

除
草
、
草
刈
り
、
農
作
業
、
運
搬
、

袋
詰
め
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

【
技
能
・
技
術
分
野
】

障
子
・
ふ
す
ま
の
張
替
え
、
庭
木
な

ど
の
剪
定
、
賞
状
・
宛
名
書
き
（
毛

筆
）、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
な
ど

【
管
理
分
野
】

施
設
の
利
用
受
付
・
管
理
な
ど

【問合せ】　福島労働局 職業安定部 職業対策課　℡０２４-５２９-５４６３

事業主のみなさまへ

障害者がごく普通に地域で暮らし、地域の一員として共に生活できる「共生社会」実現の
理念の下、すべての事業主には、法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があります
（障害者雇用率制度）。この法定雇用率が、平成 年４月１日から以下のように変わります。

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク

平成 年４月１日から
障害者の法定雇用率が引き上げになります

事業主区分 法定雇用率
現行 平成 年４月１日以降

民間企業 ％ ⇒ ２％
国、地方公共団体等 ％ ⇒ ５％
都道府県等の教育委員会 ％ ⇒ ４％

対象となる事業主の範囲が、従業員 人以上に広がります。

今回の法定雇用率の変更に伴い、障害者を雇用しなければならない民間企業の事業主の範囲が、
従業員 ０人以上から 人以上に変わります。また、その事業主には、以下の義務があります。
◆ 毎年６月１日時点の障害者雇用状況をハローワークに報告しなければなりません。
◆ 障害者の雇用の促進と継続を図るための「障害者雇用推進者」を選任するよう努めなければ

なりません。

平成 年４月までには、更に ％引き上げとなります。

留意点
①

※ 具体的な次回の引き上げ時期は、今後、労働政策審議会において議論がなされます。
※2.3％となった際には、対象となる事業主の範囲は、従業員 人以上に広がります。

（障害者雇用率）
％ ％

０

平成 年４月 平成 年４月 平成 年４月

％

▶ 従業員 人以上 人未満の事業主の皆さまは特にご注意ください。

▶ 平成 年４月から３年を経過する日より前※に、民間企業の法定雇用率は ％になります。
（国等の機関も同様に ％引上げになります。）

留意点
②

％

３年を経過する日より前

現 行

また併せて、下記の２点についてもご注意くださいますよう、お願いいたします。

雇障
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

田島中学校の職場体験で広報紙面づくりに挑戦
　

９
月
13
日
か
ら
15
日
か
け
て
、
田

島
中
学
校
２
年
生
に
よ
る
職
場
体
験

が
、
町
内
の
各
事
業
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
役
場
総
合
政
策
課
の

広
報
情
報
係
で
職
場
体
験
を
し
た
の

は
土
橋
遼
さ
ん
。

　

土
橋
さ
ん
の
仕
事
は
、
同
じ
く
職

場
体
験
を
し
て
い
る
同
級
生
を
取
材

し
、
記
事
に
ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

　

将
来
は
公
務
員
と
し
て
働
き
た
い

と
い
う
土
橋
さ
ん
。
取
材
の
成
果
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

取材先では写真も撮影し、
記事とレイアウトをまとめました

　星楓華さん、山田萌花さん、大桃優花さんは、運動会のリハー
サルで保護者役をしていました。
　３人とも笑顔で子どもたちと触れ合っていました。

田
部
原
保
育
所

　沖村裕輝くん、大桃訓太朗くん、渡部亜柊くんは、消防本部
の方からドクターヘリなどの説明を聞いていました。
　３人は、真剣に理解を深めていました。

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　星伶奈さん、草野琉稀さん、星亜璃沙さん、星知里さん、室
井琉那さん、星莉那さん、湯田愛那さんは、荒海中学校の生徒
と一緒に手指衛生のポイントなどを学んでいました。

南
会
津
病
院

　児山遼陽くん、湯田栞大くん、馬場大輝くんは、商品の陳列
などを体験していました。
　分からないところを相談しながら、いきいきと作業をしてい
ました。

コ
メ
リ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

　星碧くん、大竹淑友くん、桜木優伍くん、新山優舞くん、星
竜也くんは、花を栽培するビニールハウスで除草作業に汗を流
していました。
　温度が高いハウスの中での作業は大変そうでした。

土
っ
こ
田
島
ｆ
ａ
ｒ
ｍ

職場体験を終えて

平成２９年度 地域でつながる家庭教育応援事業

主催 福島県教育委員会

① 家庭教育支援者として活動していらっしゃる方 ② 幼稚園・保育所・学校関係者 これら(①～⑤)の方々の

③ 家庭教育応援企業の担当者・従業員の方 ④ 町村教育委員会の担当者 知識や技能を高めるための

⑤ 家庭教育に関心のある方 研修会です。

この研修会に参加された

ことで、これまでの考えが

一新!! 必ずしや実のある研

修会となるはずです。

【講演Ⅰ】親業訓練シニアインストラクター 大屋 弘子 氏

０ 受付 9:45～10:00 「子どもに愛が伝わっていますか

１ 開会行事 10:00～10:10
～『聞く』『語る』、心を通わすコミュニケーション～」

２ 講演Ⅰ 10:10～11:40

－昼食休憩－ 【講演Ⅱ】新地町教育委員会 指導主事 山田 徹 氏

※ 昼食は各自でご準備ください。 「子どもにとってのメディアとは」

３ 講演Ⅱ 12:45～14:00

４ 講演Ⅲ 14:15～15:30 【講演Ⅲ】ミュージシャン(猪苗代湖ズ) 渡辺 俊美 氏

５ 閉会行事 15:30～15:45
「４６１個の弁当は、親父と息子の男の約束」

平成２９年１０月３０日(月)
南会津町 御蔵入交流館 多目的ホール

無料 無料託児あり

10月13日(金)
まずは下記までお問合せください。電話でのお申込も

可能です。

南会津教育事務所 総務社会教育課 担当：猪股

TEL：(０２４１)６２-５３６７

日 時

会 場

参加費

申込締切

申込方法

・このような研修会に参加したことがない方

・子育て奮闘中の保護者・ご家族の方

・このチラシを見て少しでも興味をお持ちになった方 等

対象

タイムスケジュールと講師の紹介

役場からのお知らせ
town office information

　今回の体験で、働く上で大切なこと、大変なこ
と、そして「働くこと」とはどういうことなのか
を学ぶことができました。
　町の仕事を体験させていただいたことを一つの
勉強として、今後に生かしていきたいと
思います。
　ありがとうございました。
　　　　　田島中２年　土橋　遼
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圧
巻
の
演
奏 

Ｗ
ダ
ブ
ル

で
２
連
覇

田
島
太
鼓 

龍
巳
会

一
般
の
部
は
４
１
０
票
の
大
差
で
圧
勝
！

　

小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
11
人

が
出
場
し
た
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
。

　

演
奏
曲
「
陽
炎
」

は
、
そ
の
名
の
と
お

り
「
掴
め
そ
う
で
掴

め
な
い
神
秘
的
な
雰

囲
気
」
「
ゆ
ら
ゆ
ら

と
揺
ら
め
く
炎
が
灼

熱
の
炎
へ
と
燃
え
上

が
る
激
し
い
様さ
ま

」

「
や
さ
し
く
陽
気
な

陽
射
し
の
暖
か
さ
」

を
意
識
し
、
燃
え
上

が
る
よ
う
な
勢
い
あ

る
和
太
鼓
と
、
陽
気

な
陽
射
し
の
暖
か
さ

を
シ
ン
バ
ル
な
ど
で

表
現
し
ま
し
た
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

　

龍
巳
会
「
鼓こ

こ狐
」　

演
奏
曲
「
陽か

げ
ろ
う炎

」

　

中
高
生
10
人
が
出
場

し
た
一
般
の
部
で
は
、

南
会
津
の
創
建
話
を
基

に
し
た
創
作
曲
「
天
狐

白
狐
」の
対
と
な
る「
八

咫
烏
」
を
演
奏
。

霞
た
な
び
く
山
々

雲
上
を
飛
ぶ
導
き
の
鳥

神
使
が
守
る
日
ノ
町
に

舞
い
降
り
る
金き
ん
し鵄
は

陽
の
化
身

羽
音
は
「
標
し
る
べ」

八
咫
の
鴉
の
道
標

　

荘
厳
な
山
々
を
思
わ

す
鳶
の
鳴
き
声
の
よ
う

な
篠
笛
と
、
勇
壮
な
和

太
鼓
の
演
舞
は
、
八
咫

の
鴉
の
羽
ば
た
き
を
感

じ
さ
せ
る
よ
う
な
迫
力

あ
る
曲
で
す
。

【
一
般
の
部
】

　

龍
巳
会
「
白び

ゃ
っ
こ鼓

」　

演
奏
曲
「
八や

た

が

ら

す

咫
烏
」

　

９
月
17
日
、
宮
城
県
名
取
市

で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
７
太

鼓
祭
in
な
と
り
」。

　

和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
北
日
本

一
決
定
戦
と
も
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
の
大
会
に
、
田
島
太

鼓
龍
巳
会
は
組
太
鼓
の
一
般
と

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
出
場
し
、
圧

巻
の
演
奏
で
両
部
門
２
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
優
勝
に
よ
り
、

龍
巳
会
は
12
月
10
日
に
さ
い
た

ま
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
「
太
鼓
祭

in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

第
９
回
日
本
一
決
定

戦
」に
出
場
し
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
渡
部

龍
大
さ
ん
（
会
津
高

２
年
）
は
、「
基
礎

か
ら
見
直
そ
う
と
全

員
で
打
ち
込
み
を
強

化
し
、
大
会
に
挑
み

ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
実
り
、
た
く
さ
ん

の
投
票
を
い
た
だ
き

う
れ
し
い
で
す
。
日

本
一
決
定
戦
も
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

中高生１５人をオーストラリアへ派遣
～ 中高生海外交流事業 ～

　

21
世
紀
を
担
う
中
高
生
を
海
外
へ
派
遣

し
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
と
お
し
て
豊

か
な
国
際
感
覚
や
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
身
に
つ
け
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
中
高
生
海
外
交

流
事
業
。

　

７
月
26
日
か
ら
８
月
５
日
の
11
日
間
の
日

程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
15
人

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
交
流
や
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
高
校
で
の
語
学
研
修
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。

語学研修に励む派遣生

【
派
遣
生
】

田
島
中
学
校

柴
崎
結
衣
・
星　

楓
華
・
髙
橋
優
太
・

平
野
大
地
・
山
田
奈
波
・
大
桃
訓
太
朗
・

星　

侑
冴

荒
海
中
学
校

渡
部
菜
々
華

舘
岩
中
学
校

小
椋
樹
奈
・
湯
田
菜
那
葉

南
会
津
中
学
校

馬
場
善
生

田
島
高
等
学
校

大
竹
礼
乃

南
会
津
高
等
学
校

渡
部
陽
稀
・
大
塚
彩
雲
・
平
野
知
佳

帰国前日にマンリービーチで記念撮影

海
外
交
流
事
業
に
参
加
し
て

　
　
　

荒
海
中
学
校
２
年　

渡
部　

菜
々
華

　

私
は
、
今
回
の
海
外
交
流
事
業
を
と
お
し

て
、
改
め
て
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
英
語
で
の
会
話
と
慣
れ
な
い
環
境

に
、
少
し
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
出

発
前
に
考
え
て
い
た
「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
」

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
行
動
し
、
実
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に

積
極
的
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
で
、
現
地
の

方
々
か
ら
も
話
し
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
な
単
語
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
で
会
話
に
な
り
、
相
手
の
言
い

た
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
気
持
ち
が
伝

わ
る
と
、「
楽
し
い
」「
も
っ
と
話
し
た
い
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
異
文
化
に

触
れ
る
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本

の
良
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
を
活
か
し
、
今
後
の
生

活
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
外
交
流
事
業
を
終
え
て

　
　
　

田
島
高
等
学
校
３
年　

大
竹　

礼
乃

　

私
は
、
こ
の
派
遣
事
業
に
参
加
す
る
の
が

２
回
目
と
い
う
こ
と
で
、
前
回
参
加
し
た
と

き
よ
り
、
心
に
余
裕
を
持
っ
て
参
加
で
き
ま

し
た
。
前
回
は
、
初
め
て
の
海
外
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
期
待
よ
り
不
安
の
ほ
う
が
大
き

い
上
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
の
力
が
足
り
な

く
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
感
じ
ま
し

た
。し
か
し
、今
回
、参
加
す
る
に
当
た
っ
て
、

前
回
の
反
省
点
を
振
り
返
り
、
準
備
を
し
っ

か
り
行
っ
た
の
で
、
前
回
と
は
全
く
違
っ
た

視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
団
長
と
し
て
派
遣
事
業
に
参

加
し
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
は
異
な
っ
た
年
齢
、

そ
し
て
学
校
だ
っ
た
の
で
ま
と
め
る
こ
と
も

大
変
で
し
た
が
、
全
員
が
仲
良
く
参
加
し
て

い
た
の
で
、
よ
り
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
南
会
津
町
、
そ
し
て
、
私
た
ち
を

安
心
さ
せ
、
送
り
出
し
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
ま
す
。
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

第
26
回
南
郷
豊
年
ま
つ
り

多
彩
な
催
し
は
地
域
住
民
手
作
り
の
証

　

９
月
２
日
、
南
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
南
郷
豊
年
ま
つ
り
。
こ
の
祭
り
は
、
地
域
住

民
に
よ
る
手
作
り
の
祭
り
と
し
て
始
ま
り
、
今

年
で
26
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
「
豊
作
祈
願
も
ち
ま
き
」

　

福
島
こ
ど
も
の
み
ら
い
映
画
祭
「
こ
ど
も
映
画
学
校
」

桧
沢
小
学
校
の
児
童
が
手
作
り
映
画
を
製
作

　

子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
「
ふ
く
し
ま
の

今
」
を
踏
ま
え
て
「
ふ
く
し
ま
の
み
ら
い
」
を

映
像
化
す
る
「
こ
ど
も
映
画
学
校
」
が
、
９
月

５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
桧
沢
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
自
身
の
未
来
を
ど
の
よ

う
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
か
、
ふ
る
さ
と
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ

う
に
〝
映
画
〟
と
い
う
形
に
表
現
す
る
の
か
。

　

互
い
に
語
り
合
い
、
製
作
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

な
ど
を
受
け
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
手
作
り
で
映

像
の
中
に
刻
み
込
み
ま
し
た
。

　

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
自
分
た
ち
の
映
画
。

こ
の
作
品
は
、
12
月
16
日
に
御
蔵
入
交
流
館
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
第
９
回
福
島
こ
ど

も
の
み
ら
い
映
画
祭
」
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
「
豊
年
お
ど
り
仮

装
大
会
」
で
は
、
保
育
園
児
か
ら
仮
装
の
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
を

身
に
ま
と
い
、
青
年
会
に
よ
る
会
津
磐
梯
山
の

お
囃
子
に
合
わ
せ
楽
し
そ
う
に
踊
り
ま
し
た
。

を
皮
切
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、「
み

ん
な
で
お
祭
り
盛
り
あ
げ
よ

う
！
」
で
は
、
南
郷
小
学
校
、

南
会
津
中
学
校
の
生
徒
が
合
唱

や
創
作
ダ
ン
ス
、
南
会
津
高
校

の
郷
土
芸
能
委
員
会
が
「
早
乙

女
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
く
「
こ
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
に
は
11
組
が
出
場
し
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
を
響
か
せ

ま
し
た
。
他
に
も
「
ガ
リ
ガ
リ

君
早
食
い
大
会
」「
大
抽
選
会
」

「
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
行

わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

夕
暮
れ
と
と
も
に
「
さ
い
た

ま
市
・
南
会
津
町
南
郷
地
域
親

善
納
涼
花
火
大
会
」が
始
ま
り
、

星
空
に
咲
き
乱
れ
る
花
火
は
多

く
の
来
場
者
の
歓
声
と
と
も
に

山
々
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

来場者で賑わう まつり会場

撮影シーンでは王子様とお姫様の姿も

製作スタッフから指導を受けながらの撮影

　

文
化
振
興
や
社
会
福
祉
事
業
へ
の
活
用
を

２
つ
の
団
体
か
ら
寄
付
金

　

南
会
津
演
歌
倶
楽
部
（
石
井
正
好
会
長
）
が

主
催
す
る
「
第
８
回
ふ
れ
あ
い
唄
と
踊
り
の
祭

典 

文
化
と
福
祉
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

が
、
８
月
20
日
に
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

で
１
４
０
組
の
出
演
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
４
万
２
千

２
百
円
を
、
町
の
文
化
振
興
と
福
祉
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
９
月

７
日
に
石
井
会
長
ら
が
来
庁
さ
れ
、
町
長
に
寄

付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

會
津
ひ
め
さ
ゆ
り
会
（
馬
場
善
孝
会
長
）
が

主
催
す
る「
歌
謡
発
表
会
＆
北
川
裕
二
シ
ョ
ー
」

が
、
９
月
10
日
に
さ
ゆ
り
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
会
の
席
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
こ
の
催
し

で
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
５
万
円
を
馬
場
会
長
が

町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

寄付金を手渡す馬場善孝会長（右）

左から、五十嵐邦夫さん、大宅町長、石井正好会長、野中孝司
さん

　

第
22
回
会
津
た
じ
ま
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

チ
ビ
ッ
子
レ
ス
ラ
ー
12
人
が
入
賞

　

9
月
3
日
、
田
島
体
育
館
で
第
22
回
会
津
た

じ
ま
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、平
成
7
年
に
開
催
さ
れ
た「
国

民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
」
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
、
今
大
会
は
全
国
各
地
か
ら
総
勢

４
１
８
人
の
参
加
が
あ
り
、
田
島
チ
ビ
ッ
子
レ

ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
21
人
が
出
場
。
そ
の

【
入
賞
者
】

○
小
学
１
・
２
年
の
部

山
内
悠
晟
（
20
㎏
級
第
３
位
）

田
部
誠
人
（
24
㎏
級
第
３
位
）

大
竹
生
真
（
26
㎏
級
第
３
位
）

○
小
学
３
・
４
年
の
部

矢
口
絢
士
（
24
㎏
級
第
３
位
）

渡
部
愛
斗
（
27
㎏
級
第
３
位
）

山
内
颯
雅
（
42
㎏
級
第
３
位
）

○
小
学
女
子
３
～
６
年
の
部

阿
久
津
こ
は
る
（
25
㎏
級
第
３
位
）

一
野
谷
優
麻
（
28
㎏
級
第
３
位
）

湯
田
鈴
（
33
㎏
級
第
３
位
）

大
竹
怜
良
（
37
㎏
級
第
３
位
）

阿
久
津
ひ
な
た
（
＋
40
㎏
級
第
３
位
）

○
中
学
男
子
の
部

渡
部
永
愛
（
42
㎏
級
第
３
位
）

小学女子３～６年の部＋４０㎏級で３位に入賞した阿久津ひなた選手（左）

う
ち
12
名
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
参
加
チ
ー
ム
へ
の
お
も
て
な
し

と
し
て
豚
汁
を
振
る
舞
う
の
が
恒
例
で
、
今
年

は
ク
ラ
ブ
が
栽
培
し
た
野
菜
入
り
の
豚
汁
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
を
と
お
し
て
、
勝
敗
だ
け

で
な
く
、地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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町長杯野球大会
長野チームが２連覇！！

特別養護老人ホーム 優雅で敬老会
いつまでもお元気で

　

９
月
20
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
優
雅
で

開
催
さ
れ
た
敬
老
会
に
、
田
部
原
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
入
所
者
の
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
な
ど
の
音
楽
に
あ
わ

せ
て
手
を
と
っ
た
り
、「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」
で

肩
た
た
き
を
す
る
な
ど
、
一
生
懸
命
練
習
し
て

き
た
子
ど
も
た
ち
の
お
祝
い
に
、
会
場
は
喜
び

と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
祝
い
の
こ
と

ば
と
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る
と
、

入
所
者
か
ら
も
お
礼
の
こ
と
ば
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

子どもたちとふれあった敬老会

　

町
民
の
健
康
増
進
と
住
民
相
互
の
親
睦
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
、
町
長
杯
野
球
大
会
の

決
勝
戦
が
９
月
８
日
に
び
わ
の
か
げ
野
球
場
で

行
わ
れ
、
長
野
チ
ー
ム
が
東
町
チ
ー
ム
を
５
対

０
で
破
り
、
大
会
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
11
チ
ー
ム
（
地
区
）
の
参
加

に
よ
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
優
勝
を
争
い

ま
し
た
。
こ
の
大
会
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
世

代
間
の
交
流
と
住
民
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。

【
個
人
賞
】

　

最
高
殊
勲
選
手
賞
：
湯
田　

靖
規
（
長
野
）

　

優
秀
選
手
賞
：
渡
部　
　

弘
（
長
野
）

　

敢　
　

闘　
　

賞
：
小
林　

拓
馬
（
田
部
） 大会２連覇を果たした長野チーム

　

新
庁
舎
に
血
圧
測
定
器
と
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
寄
贈

来
庁
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

　

田
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
渡
部
福
雄
会
長
）

よ
り
、
新
庁
舎
の
開
庁
を
記
念
し
て
「
血
圧
測

定
器
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
に
行
わ
れ
た
寄
贈
式
で
は
、
渡
部

会
長
ら
が
大
宅
町
長
と
懇
談
し
「
町
民
の
健
康

維
持
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
有
効
利

用
を
求
め
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
血
圧
測
定
器
は
、
来
庁
者
が
自
由

に
使
え
る
よ
う
新
庁
舎
の
１
階
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
「
用
事
の
つ
い
で
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
は
い

か
が
で
す
か
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

田
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
稲
富
健
祐
会
長
）

の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
、
新
庁
舎
に
子
ど

も
の
遊
び
場
「
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
」
が
贈
ら
れ
、

９
月
12
日
に
稲
富
会
長
か
ら
大
宅
町
長
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
は
、小
さ
い
お

子
さ
ま
を
連
れ
て
来
庁
し
た
と
き
に
安
心
し
て

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、新
庁
舎
１
階
の
各
窓

口
か
ら
目
の
届
く
位
置
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

温
も
り
の
あ
る〝
木
の
お
も
ち
ゃ
〟も
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、遠
慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

左から、貝田美郎さん、大宅町長、渡部福雄会長、渡部東
さん

左から、阿部保憲さん、稲富健祐会長、大宅町長、押部康二さん

　

田
島
地
域
は
、
古
く
か
ら
優
良
広

葉
樹
の
生
産
地
と
し
て
、
林
産
業
を

基
幹
産
業
に
栄
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
地
域
の
林
産
業
を
巡
る
情
勢

は
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
代
替
材
と

の
競
合
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
強
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
今
、町
の
広
葉
樹
が
震
災
・

原
発
事
故
に
よ
る
影
響
が
少
な
い
こ

と
が
判
明
し
、
き
の
こ
原
木
と
し
て

利
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
再
び

脚
光
を
浴
び
る
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

町有林（広葉樹）の地元供給による地域活性化を要望する組合関係者
（左から室井嘉吉さん、大宅町長、佐川則男組合長、湯田幸展さん）

　

き
の
こ
原
木
の
生
産
販
売
は
、
南

会
津
広
葉
樹
利
用
生
産
組
合
（
佐
川

則
男
組
合
長
）
が
「
き
の
こ
原
木
用

非
破
壊
型
放
射
能
検
査
装
置
」
を
２

基
、
福
島
県
と
貸
付
契
約
を
締
結
し

て
導
入
、
町
内
で
搬
出
さ
れ
た
広
葉

樹
を「
町
産
の
安
全
な
き
の
こ
原
木
」

と
し
て
県
内
外
へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

きのこ原木用非破壊型放射能検査装置
（平成２８年１月２７日撮影）

　

平
成
28
年
度
は
、

５
万
５
千
本
の
実
績

を
あ
げ
、
平
成
29
年

度
は
９
万
本
ま
で
拡

大
す
る
計
画
で
す
。

町
は
か
つ
て
10
万
本

を
超
え
る
き
の
こ
原

木
の
出
荷
を
し
て
い

た
の
で
、
平
成
30
年

度
に
は
年
間
15
万
本

の
生
産
計
画
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

南
会
津
広
葉
樹
利
用
生
産
組
合
で

は
、き
の
こ
原
木
の
生
産
に
向
け
て
、

広
葉
樹
の
伐
採
が
可
能
な
森
林
を
探

し
て
い
ま
す
。

　

当
組
合
へ
販
売
す
る
こ
と
が
可
能

な
場
合
は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
樹
種
：
コ
ナ
ラ

●
太
さ
：
15
～
20
㎝

【
問
合
せ
】　

南
会
津
広
葉
樹
利
用
生
産
組
合

組
合
長　

佐
川　

則
男

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）０
０
３
９

　

農
地
を
荒
れ
た
ま
ま
放
置
し
て
お

く
と
、「
鳥
獣
被
害
発
生
の
温
床
に

な
り
や
す
い
」「
不
法
投
棄
場
所
に

な
る
危
険
が
あ
る
」「
周
辺
の
景
観

が
悪
化
す
る
」
な
ど
、
農
村
地
域
の

活
力
低
下
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

事
業
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
耕
作

放
棄
地
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　

現
在
、
平
成
30
年
度
に
取
り
組
む

事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
要
件
等

①
農
振
農
用
地
区
域
内
の
荒
廃
し
て

　

い
る
農
地
（
一
定
の
基
準
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。）

②
自
己
所
有
地
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

③
交
付
金
は
10
㌃
あ
た
り
５
万
円
で

　

す
。

交
付
金
を
活
用
し
て
荒
廃
農
地
を
再
生

～
平
成
30
年
度
の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
～

申
請
締
切

11
月
15
日
（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）６
３
２
０

舘
岩
総
合
支
所 

振
興
課

電
話 

０
２
４
１（
７
８
）３
３
３
０

伊
南
総
合
支
所 

振
興
課

電
話 

０
２
４
１（
７
６
）７
７
１
７

南
郷
総
合
支
所 

振
興
課

電
話 

０
２
４
１（
７
２
）２
１
１
３

耕作放棄地再生のようす

森も

り林
の
恵
み 

木
材
資
源
の
利
活
用
②

ま ち の 話 題
news ＆ topics
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くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

お
知
ら
せ
・
募
集

　

福
島
県
点
字
図
書
館
で
は
、
盲
導
犬
の
紹
介

を
は
じ
め
、
目
の
不
自
由
な
方
が
利
用
す
る
福

祉
機
器
や
点
字
・
録
音
図
書
の
展
示
、
ど
な
た

に
も
で
き
る
「
点
字
し
お
り
作
り
」
の
体
験
を

行
う
「
移
動
点
字
図
書
館
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

11
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

下
郷
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
役
場
隣
り
）

　

盲
導
犬
・
白
杖
に
つ
い
て
知
ろ
う

　

点
字
を
打
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
し
お
り
」

移
動
点
字
図
書
館
の
ご
案
内

日内 場

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス

　

12
月
１
日
～
翌
年
５
月
31
日
ま
で
（
６
か
月

　

間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

15
人

　

無
料

　

11
月
９
日
（
木
）

　

選
考
日　

11
月
16
日
（
木
）
午
前
９
時
～

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

「
職
業
訓
練
生
」を
募
集
し
ま
す

日 内対注 締 定料問℡Ｆ

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
（
施
設
見
学
会
）
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

見
学
会
当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も

体
験
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

10
月
16
日
（
月
）・
10
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

「
施
設
見
学
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す

～ 

職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決 

～

日問℡℡Ｆ 問

　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
を
目
的
に
、
就
職
を

希
望
す
る
障
害
者
と
求
人
企
業
が
一
堂
に
会

し
、
数
多
く
の
面
接
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー
ル

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

　

参
加
予
定
企
業
数　

約
30
社

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松　

専
門
援
助
部
門

　

０
２
４
２
（
２
６
）
３
３
３
３

障
が
い
者
就
職
面
接
会
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
（
会
津
若
松
会
場
）

日場問℡ 内

　

（一財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
に
よ
り
、
南
会
津
地
方
広

域
少
年
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
委
員
会
（
藤
澤
勇
一

会
長
）に「
消
化
体
験
装
置
」「
訓
練
用
消
火
器
」

な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
団
体
で
実
施
す
る
防
火
・
避
難
訓
練
な

ど
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課
予
防
係

　

０
２
４
１
（
６
３
）
３
１
１
７

防
災
・
避
難
訓
練
の
強
い
味
方

消
防
本
部
に
専
用
機
器
が
配
置

問℡

問℡ 対 料
　

を
作
ろ
う

　

点
字
図
書
・
点
字
絵
本
・
録
音
（
音
声
）
図

　

書
の
展
示

　

視
覚
障
が
い
者
用
の
福
祉
機
器
や
音
声
パ
ソ

　

コ
ン
の
展
示　

な
ど

　

無
料

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

福
島
県
点
字
図
書
館

　

０
２
４
（
５
３
１
）
４
９
５
０

　

開
館
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　

月
曜
・
祝
日
は
休
館

訓練用消火器を体験する子どもたち（９月９日 南会津救急フェア）

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
local   life   Information

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
火
災

予
防
へ
の
心
構
え
を
高
め
る
た
め「
防
火
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
は
、
南
会
津
統
一
防
火
標
語
に

採
用
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
広
く
防
火

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
23
日
（
月
）
～
11
月
10
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

【
対
象
者
】

　

南
会
津
郡
内
に
在
住
の
方

【
テ
ー
マ
】

　

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

【
応
募
方
法
】

　

官
製
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
１
通
に
つ
き

防
火
標
語
５
点
を
記
入
し
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
】

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
長
賞
１
点
、
南
会
津

地
方
纏
会
長
賞
１
点
、
優
秀
賞
８
点
（
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈
）

【
発
表
】

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
、
新
聞

紙
上
で
発
表
し
ま
す
。

第
35
回
南
会
津
統
一
防
火
標
語
を

募
集
し
ま
す

県
民
健
康
調
査
「
妊
産
婦
に
関
す
る

調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
平
成

23
年
度
よ
り
毎
年
、
質
問
紙
に
よ
る
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
の
提
供
や
よ
り
良
い
産
科
医
療
と

育
児
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、
平
成
29
年
度
も

引
き
続
き
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
の
調
査
で
未
提
出
の
方

は
回
答
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
調
査
】

対
象
者

①
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
７
月
31

　

日
ま
で
に
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康

　

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方

②
右
記
の
期
間
に
県
外
で
母
子
健
康
手
帳
を
交

　

付
さ
れ
た
方
で
、
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
た
方

【
平
成
29
年
度
調
査
】

時　

期

　

平
成
29
年
11
月
ご
ろ

対
象
者

①
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
７
月
31

　

日
ま
で
に
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康

　

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方

②
右
記
の
期
間
に
県
外
で
母
子
健
康
手
帳
を
交

　

付
さ
れ
た
方
で
、
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
た
方

※
①
の
方
に
は
直
接
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
②
の
方
は
産
科
医
療
機
関
か
ら
調
査
票
が
配

　

布
さ
れ
ま
す

　

福
島
県
立
医
科
大
学

　

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
８
０

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

℡ 問「
健
康
長
寿
い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
ご
案
内

　

介
護
予
防
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
重
要
性

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
健
康
い
き
い
き

県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　

10
月
22
日（
日
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

　

郡
山
市
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

講
演
会
（
講
師
：
三
浦
雄
一
郎
氏
＝
プ
ロ
ス

　

キ
ー
ヤ
ー
・
登
山
家
）

日場内

　

社
会
参
加
と
介
護
予
防
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

　

プ
に
よ
る
活
動
報
告
・
県
知
事
表
彰

　

介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
体
験
・
相
談

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

健
康
応
援
メ
ニ
ュ
ー
飲
食
コ
ー
ナ
ー

　

無
料

　

10
月
15
日
（
日
）

※
申
し
込
み
方
法
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
き
い
き
県
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局

　
（
㈱
ラ
イ
ト
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
内
）

　

０
２
４
（
５
２
１
）
２
５
５
０

　

受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く

料締問℡

【
そ
の
他
】

　

同
一
作
品
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

　

南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原
乙
65

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
県
組
合
消
防
本
部
内

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
「
防
火
標
語
」
係

　

boukahyougo@live.jp

Ｅ 申
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くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
。

　

正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
雇

用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇

っ
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

未
だ
加
入
手
続
を
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
速
や
か
に
福
島
労
働
局
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
７

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 問℡ 問

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
で

お
困
り
の
方
へ

　

自
動
車
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
、
示
談
を
め

ぐ
る
損
害
賠
償
の
問
題
で
お
困
り
の
方
へ
、
弁

護
士
が
「
中
立
・
公
正
」
な
立
場
で
、
当
事
者

間
の
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償
問
題
の
法
的
な

知
識
が
な
く
て
も
、
交
渉
に
不
慣
れ
で
も
安
心

で
す
。

　

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

弁
護
士
費
用
は
無
料
で
す
。

　

ご
相
談
に
な
じ
ま
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

（公財）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
仙
台
支
部

　

〒
９
８
０
―
０
８
１
１

　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
４
の
６
の
１

　

仙
台
第
一
生
命
タ
ワ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
11
階

　

０
２
２
（
２
６
３
）
７
２
３
１

℡ 問 料注

相
　
談

原
子
力
損
害
賠
償
「
個
別
相
談
」

の
お
知
ら
せ

　
※
事
前
予
約
制

　

福
島
県
で
は
、
県
弁
護
士
会
や
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
と
連
携
し
て
対
面
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
弁
護
士
に
よ
る
巡
回
法
律
相
談
】

　

請
求
手
続
き
に
関
す
る
、
不
明
な
点
や
お
困

　

り
の
点
な
ど

　

12
月
６
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

※
１
件
あ
た
り
30
分

　

南
会
津
合
同
庁
舎
４
階
会
議
室

　

無
料

【
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
個
別
相
談
】

　

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
、
居
住
制
限
区
域

　

お
よ
び
帰
還
困
難
区
域
（
解
除
済
地
域
も
含

　

む
。）
に
宅
地
、
建
物
を
所
有
す
る
個
人
で
、

　

東
京
電
力
㈱
か
ら
「
請
求
書
②
」
が
届
い
て

　

い
る
方

日場料 内対

　

臨
床
心
理
士
な
ど
を
講
師
に
、
ひ
き
こ
も
り

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ご
家
族
を
対
象
に
開
催

す
る
教
室
で
す
。

　

個
別
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
25
日
（
水
）・
11
月
27
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
所（
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
）

　

主
に
10
代
後
半
か
ら
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

　

る
方
を
抱
え
て
い
る
ご
家
族

　

ひ
き
こ
も
り
や
そ
の
対
処
方
法
な
ど
を
学
び

　

ま
す
。

　

家
族
間
の
交
流
も
行
い
ま
す
。

　

個
別
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

無
料

　

問
い
合
わ
せ
先
へ
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
所（
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
）

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催

し
ま
す

日問℡ 内 対 場料申

　

宅
地
、建
物
の
賠
償
額
の
見
方
や
算
定
方
法
・

　

現
地
評
価
の
実
施
な
ど

　

随
時
開
催
（
平
日
の
み
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
１
件
あ
た
り
30
分

　

原
則
５
市
内
（
福
島
市
・
郡
山
市
・
会
津
若

　

松
市
・
南
相
馬
市
・
い
わ
き
市
）

　

無
料

　

希
望
日
の
２
週
間
以
上
前
ま
で
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

日場料注

℡ 問

内

　

調
整
の
う
え
実
施
し
ま
す
が
、
希
望
に
沿
え

　

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
士
が
評
価
額
を
算
定
し
た
り
、

　

賠
償
額
を
示
し
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

　

福
島
県　

原
子
力
損
害
対
策
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
２
１
６

９月 会議・行事名
１ 南会津を拓く最重点要望にかか

る県要望 / 南会津郡出身者福島
県庁職員郷友会

２ ヘルスケアリゾート南会津 / 南
郷豊年まつり

３ 南会津そばウォーク
４ 桧枝岐村村政独立１００周年記

念式典
５ 政策調整会議
７ 和泉田地区老人クラブ新庁舎

見学 / 南会津演歌倶楽部チャリ
ティ寄付金贈呈式

８ 第３回町議会定例会（初日：開
会）/ 議員懇談会

９ 特別養護老人ホーム優雅「優雅
祭」/ 小熊慎二国政報告会

10 町防災訓練 / 會津ひめさゆり会
歌謡発表会

12 田島ロータリークラブ「キッズ
スペース」贈呈式

13 第３回町議会定例会（２日目：
一般質問）

14 第３回町議会定例会（３日目：
一般質問）

15 びわのかげ保育所運動会 / 第３
回町議会定例会（最終日：議案
審議）

17 伊南地域運動会 / 南郷地域町民
体育祭 / 関本区敬老会 / 黒沢区
敬老会

18 長野区敬老会
19 南郷ホーム敬老会 /「熱供給」

座談会
21 田島地域交通安全パレード / あ

いづふるさと市町村圏協議会役
員会

22 伊南地域敬老会 / 荒海財産区山
林現地調査

24 商工産業まつり / 日本太鼓ジュ
ニアコンクール福島県支部大会

25 舘岩地域ふれあいの集い / 国道
３５２号改良工事促進期成同盟
会要望・現地調査

27 経営会議
28 課長会議 / 南会津地方広域市町

村圏組合管理者会 / 南会津会理
事会 / 田島太鼓龍巳会優勝報告

29 南会津地方老人クラブ連合会長
杯ゲートボール大会 / 田島地域
しあわせ金婚夫婦表彰 / 猟友会
田島分会定期総会

30 伊南武道館少年剣道大会

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 40 くらしの情報
local   life   Information

― 

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ
り
、

被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
す 

―

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
28
年
の
全
国
の
事
故

発
生
件
数
は
約
50
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
62
万

人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に

も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
、
極
め
て
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
「
交
通
事
故
被
害
者

を
救
済
す
る
基
本
的
な
対
人
賠
償
の
確
保
」と
、

万
一
「
交
通
事
故
の
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
経
済
的
負
担
を
補
う
」制
度
で
あ
り
、

す
べ
て
の
ク
ル
マ
と
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

免
許
よ
し
！
ヘ
ル
メ
ッ
ト
よ
し
！

自
賠
責
は
・
・
・
!?

そ
の
他

問℡
　

一
人
一
人
が
、
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要

性
を
認
識
し
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の

仕
組
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
ク
ル

マ
や
バ
イ
ク
を
運
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は
法
令

違
反
で
す
！

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

輸
送
・
監
査
部
門

　

０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
５

た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
教
室

舘
岩
小
・
中
学
生
が
コ
ー
ス
で
実
技
を
体
験

　

９
月
11
日
、
た
か
つ
え
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
ゴ
ル
フ
場
で
、
舘
岩
小
の
児
童
と
舘
岩

中
学
校
の
生
徒
が
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
に
出
る
ま
で
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

な
ど
を
学
習
を
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
ス
タ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
到
着
す
る
と
、
果
敢
に
ピ
ン
を

狙
っ
て
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
り
た
い
」
と
ゴ

ル
フ
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

中
に
は
休
日
に
練
習
場
に
行
っ
た
り
、
個
人

的
に
プ
レ
ー
す
る
子
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

地
元
の
ゴ
ル
フ
場
を
有
効
に
利
用
す
る
こ

と
、
マ
ナ
ー
を
重
ん
じ
る
ゴ
ル
フ
競
技
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
心
を
養
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

池越えのテクニカルコースでも果敢にピンを攻める

ー お詫びと訂正 ー
　２０１７年９月号（№１３８）のまちの
文芸で、南郷俳句会五十嵐トメ子さんの作
品中「埋もれしまつの」とあるのは、「埋も
れしまゝの」の誤りでした。
　お詫びして訂正いたします。

【訂正後の作品全文】
「夏草や　埋もれしまゝの　友の家」
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健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

五十嵐彩
あや

ちゃん

（田島）

滑田雄
ゆ う た

太くん

（田島）

仁科莉
り お ん

温くん

（田島）

松坂藍
ら ん こ

子ちゃん

（舘岩）

井上叶
か な み

望ちゃん

（田島）

近藤大
た い と

翔くん

（南郷）

渡邊優
ゆ う と

斗くん

（田島）

室井昭
は る と

人くん

（田島）

１０月の納税こよみ
町 県 民 税　第３期
国 民 健 康 保 険 税　第４期
介 護 保 険 料　第４期
後期高齢者医療保険料　第３期
国 民 年 金　９月分

納期限は１０月３１日（火）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3320

伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7711

南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2111

健康通信
Health Information

心の健康相談のお知らせ

　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。

　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

期　日 時　間 場　所 そ　　の　　他

11月１日（水） 13：30～15：00 南会津保健所
（南会津保健福祉事務所）

・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健所（南会津保健福祉事務所）保健福祉課　電話０２４１- ６３- ０３０５

乳幼児健診・相談カレンダー

月日 病　　院　　名 電　話

10月15日 長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032

　　22日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141

　　29日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036

11月５日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688

　　12日 伊南小野木クリニック （南会津町） 0241-76-7780

　　19日 耳鼻咽喉科あべクリニック （南会津町） 0241-62-8733

　　26日 朝 日 診 療 所 （只　見　町） 0241-84-2221

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１０・１１月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　　電話０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　電話０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　電話０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　電話０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康診査
期　日 健診内容 受付時間 場　　所 対　象　者

10月25日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成29年６月生まれ

11月８日（水） １歳６か月児健診 平成28年３月16日～５月生まれ

11月10日（金） ２歳児歯科健診 平成27年５月～６月15日生まれ

11月29日（水） ３歳６か月児健診 平成26年５月～６月13日生まれ

※ ご注意ください ※
　「平成２９年度南会津町母子保健事業日程表」などに記載しました、日曜
当番医表の一部が、次のとおり変更になりましたのでお知らせします。

月日
病　　院　　名

変　更　前 変　更　後
11月５日 伊南小野木クリニック 舘 岩 愛 輝 診 療 所
　　12日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 伊南小野木クリニック
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「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

【一般図書】

定年後が１８０度変わる大人の運動

　　　　　　　　　　中野　ジェームズ修一　著

小さな家の間取り解剖図鑑　　　　本間　至　著

シルバー川柳　青い山脈編

　　　　　　　　　　みやぎシルバーネット　編

牡丹色のウエストポーチ　　　　　赤川次郎　著

末ながく、お幸せに　　　　　あさの　あつこ著

冤罪犯　　　　　　　　　　　　　翔田　寛　著

移植医たち　　　　　　　　　　谷村　志穂　著

この世の春　上・下　　　　　宮部　みゆき　著

あなただけじゃないんです　　瀬戸内　寂聴　著

告白　　　　　　　　　　　　三島　由紀夫　著

【児童図書】

上杉謙信　　　　加来　耕三　企画・構成・監修

介護というお仕事　　　　　　　小山　朝子　著

竜が呼んだ娘　やみ倉の竜　　　柏葉　幸子　作

くろっぺのおはなばたけ　　　飯島　敏子　原作

ぜったいにおしちゃダメ？　ビル・コッター　さく

てをつなぐ　　　　　　　　　鈴木　まもる　作

おやさいめしあがれ　 視覚デザイン研究所　さく

のら犬ボン　　　　　　　たじま　ゆきひこ　作

ドン・キホーテ

　　　　　　　ミゲル・デ・セルバンテス　原作

ハロウィーンの星めぐり

　　　　　　　　ウォルター・デ・ラ・メア　詩

電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

新 着 本 の ご 案 内

≪おはなし会≫

テーマ 「うんどうしよう！」 「みーつけた」

開催日 １０月２１日（土）１１月１８日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

イベントのご案内

10 月（Ｏｃｔｏｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

11 月（Ｎｏｖｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

休館日のお知らせ

は休館日

図書館へ行こう！

≪みんなで楽しくお菓子をつくろう！≫

日　時 １１月１１日（土）午前１０時～正午

会　場 御蔵入交流館　調理室

対　象 町内の小学生１０人（先着順）

内　容

カップケーキとクッキーをつくります。

最後に絵本や紙芝居の読み聞かせをし

ます。

費　用
４００円（材料費）

当日お支払いください。

申込み

１０月２５日（水）～１１月８日（水）

までに、図書館へ直接または電話にて

お申し込みください。

　読書週間の事業として、保存期間が過ぎた古い雑誌
や除籍図書を提供するリサイクル市を開催します。

　　　●日時　１０月２９日（日）午前１０時～
　　　●場所　図書館入口

雑誌と図書のリサイクル市を開催

１０月２７日～１１月９日は

「第７１回 読書週間」

★ 本に恋する季節です！★

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

我
は
ま
だ
隣
百
姓
大
根
蒔
く　
　
　
　
　

星　
　

昂
明

　

花
す
す
き
風
に
な
び
か
ず
振
り
向
か
ず　

星　
　

柳
山

　

目
を
閉
じ
て
月
夜
に
白
き
彼
岸
花　
　
　

荒
川　

静
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

浴
衣
着
て
踊
る
幼
子
大
人
び
て　
　
　
　
　

美
世
子

　

一
雨
の
去
り
て
尚
あ
る
残
暑
か
な　
　
　
　
　

白

　

草
い
き
れ
お
地
蔵
様
の
す
ま
し
顔　
　
　
　

ミ　

エ

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

新
嫁
も
混
じ
り
一
家
の
魂
迎
え　
　
　
　

星　

美
恵
子

　

卓
上
に
三
つ
の
眼
鏡
秋
の
夜　
　
　
　
　

五
十
嵐
恭
子

　

村
々
に
自
慢
の
御
旗
秋
祭　
　
　
　
　
　

酒
井　

里
美

鴫
山
短
歌
会

　

音
楽
に
い
そ
し
む
娘
等
の
マ
ン
ド
リ
ン

　
　
　

今
宵
も
低
く
茶
の
間
に
ひ
び
く　
　

芳
賀
幸
子
（
新
町
）

　

孫
曽
孫
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
空
を
飛
び
発
ち
て

　
　
　

我
が
家
に
着
け
ば
雪
降
れ
ど
春　
　

樋
口
雅
子
（
大
町
）

　

喜
寿
を
す
ぎ
友
の
新
盆
淋
し
か
る

　
　
　

次
か
ら
次
へ
と
訃
報
が
届
く　
　
　

湯
田　

清
（
栗
生
沢
）

ま
ち
の
文
芸

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆平成２９年１０月１日現在

総人口 １６, １３４ 人 （－１８）
男 ７, ８９４ 人 （－１３）
女 ８, ２４０ 人 （－　５）

世帯数 ６, ７８３ 世帯 （　－１）
※（　）内は前月比

第４８回衆議院議員総選挙のお知らせ
　衆議院の解散による第４８回総選挙が、１０月２２日（日）
投開票で執行されます。
　国の未来を決める大切な選挙です。棄権せずに投票しま
しょう。

公　示　日 １０月１０日（火）

投　票　日
１０月２２日（日）
・投票時間　午前７時～午後６時
・投　票　所　各地区の投票所

※期日前・不在者投票は本庁・各総合支所で時間などが異なり
　ますので、　詳しくは選挙管理委員会へお問合せください。

【問合せ】選挙管理委員会　０２４１- ６２- ６１００
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第６２回福島県たなばた展
たなばた大賞に芳賀裕太郎さん（舘岩中３年）・星朋葉さん（荒海中２年）

最高学校賞に舘岩中学校が輝く

舘
岩
中
三
年　

芳
賀　

裕
太
郎　

さ
ん

　

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
書
写
を
習
い
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
が
、
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
、
思
う
よ

う
な
結
果
が
出
ず
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
た
な
ば
た
大
賞
を
中
学
校
最
後
の
た

な
ば
た
展
で
受
賞
で
き
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
８
月
７
日 
た
な
ば
た
展
速
報
よ
り
）

荒
海
中
二
年　

星　

朋
葉　

さ
ん

　

こ
の
度
、「
た
な
ば
た
大
賞
」
と
い
う
素
晴
ら
し

い
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

正
直
ま
だ
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。

　
「
深
緑
」
と
い
う
課
題
は
形
が
取
り
に
く
く
苦
戦

し
ま
し
た
が
、「
一
番
練
習
し
た
人
が
大
賞
を
と
れ

る
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
や
ご
指
導
、
支
え
て
く
れ

た
家
族
が
私
を
こ
こ
ま
で
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

（
８
月
７
日 

た
な
ば
た
展
速
報
よ
り
）


